
 

    令和４年度のスタートにあたり         校長 北尾 稔 

 令和４年度は、２０名の新入生と４名の教員を迎え、生徒６７名、教職員２０名でスタートを切りました。 

感染状況にはまだまだ予断を許せない状況下ですが、入学式に在校生も参加ができて、生徒のいる以前の学校の

姿をようやくご覧に入れることができました。新入生の初々しい姿に加え、先輩たちの頼もしい姿もみられるなど、

新年度らしい活気を感じました。 

令和４年度は「探究」と「自立」をキーワードに学校を展開していきます。今年度も保護者と地域の皆様のご理

解・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

〈学校経営方針〉 

ふるさと厚真に根ざした学校づくり～探究的に学び、自立を目指す生徒の育成～ 

・仲間とともに探究し、学ぶ楽しさを実感できる教育活動を推進します 

・一人一人に寄り添い、自立を促す職員集団の専門性の向上を目指します 

・自分と地域の新たな可能性を創造する多様な協働を促進します 

【重点】 

１ 未来を切り拓く資質・能力をはぐくみます 

  ・一人一人の「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善を推進します 

  ・探究のための「学び合い」を充実させる学習指導の研究を推進します 
 

２ 自分と他者を尊重し、互いの命を守る態度と豊かな心をはぐくみます 

  ・互いを支え合うケアの関係づくりと、心のサポートを含めた防災学習を充実します 

  ・多様性を尊重する道徳教育を推進し、いじめは決して許されないという風土を醸成します 
 

３ 望ましい生活習慣を育成し、健やかな体をはぐくみます 

  ・運動に親しみ、粘り強く体力向上に取り組む態度を育成します 

  ・健康や感染予防への意識を高め、電子メディア利用を含む日常生活を適切に自己管理 

できる能力を育成します 
 

４ すべての生徒の発達につながる特別支援教育を推進します 

  ・個の特性に応じた計画的・組織的な支援を充実します 

  ・多様な支援の工夫、関係機関との連携によるすべての生徒の発達を保障します 
 

５ 地域や関係機関等との連携・協働により、教育活動の充実を図ります 

  ・地域の多様な機関や団体等と連携・協働による「社会に開かれた教育課程」を実現します 

  ・9 年間の系統性や発展性を踏まえた創造的な小中一貫教育を推進します 

 

 

 

 

 

 

 

厚真町立厚真中学校 地域連携だより 

 

 

 

 

No.１ 令和４年５月６日（金）発行 

【厚真中学校教育目標】 

豊かな心をもち、自ら学び、明るく、 
たくましく生きる人間をめざす 

 
・豊かな心をもち支え合う生徒 （心） 
・自ら学び正しく判断する生徒 （学） 
・希望に燃え明るく努力する生徒（望） 
・鍛え合いたくましく生きる生徒（鍛） 

４月７日（木）、男子 9 名、女子１１名、
計２０名の新入生を迎えて、令和４年度入学
式が挙行されました。緊張と不安の中、期待
と希望に輝いた１年生の姿や、担任の先生か
ら呼名された時の返事が大変素晴らしく感
じました。入学生代表の生徒の誓いの言葉も
立派でした。これから始まる中学校３年間を
通して、主体的に学び、心身ともに健やかで、 
人間性豊かな人に成長してくれることを願
っています。  

「仲間とともに物事を深
く考え、協働する姿」と 
「自分で考え、自分から
行動できる姿」を目指し

ます！ 

令和４年度のテーマ 

「探究」と 

  「自立」 


